
第12回　孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム幹事会議事概要

■日時：令和5年5月8日（月）17:00〜18:00＠Zoom

■参加者：
＜幹事団体＞
　別紙「参加団体一覧」参照

＜事務局＞
　大西連 内閣官房孤独・孤立対策担当室政策参与
　石川賢司 内閣官房孤独・孤立対策担当室参事官
　田村真一 内閣官房孤独・孤立対策担当室参事官
　澤瀬正明 内閣官房孤独・孤立対策担当室参事官
　吉川晃　 内閣官房孤独・孤立対策担当室参事官補佐
　髙橋範充 内閣官房孤独・孤立対策担当室参事官補佐
　黒瀬啓介 内閣官房孤独・孤立対策担当室

　　前田絵麻 一般社団法人RCF
　　井口香穂 一般社団法人RCF
　　鉄井けえな 一般社団法人RCF
（以下、敬称略）

■決定事項
・総会の成立事項(定足数)の規定について、「過半数」から「4分の1」への変更へ向けて規約変
更を進める。

・幹事会（隔月開催）について、幹事団体のご都合を踏まえた「日時指定」へ向けて調整を行う。

■意見交換要旨
2．議題
(1)担当幹事からの報告
□令和5年度主な活動の計画（案）（資料1-1）
・内閣官房𠮷川）令和4年度は各担当幹事に調査/総務/広報/分科会等の推進に際してご協力
いただいたことの御礼を申し上げたい。令和5年度も各担当幹事には打ち合わせを設定させてい
ただき、各取組推進へ向けてご協力をいただきたい。

□総会 （資料1-2）
・内閣官房吉川）辛うじて会員過半数（52.8%）の出席があり、議長選出・議題可決がなされた。

□関連イベント（資料1-2）
・内閣官房田村）なかなかその場で意見が出ず、急遽幹事団体に話を振る進め方になった。事
務局としては、分科会のように事前に発言する団体を募っておけば良かったと反省。分科会はよ
く意見が出ているので参考にして、来年の関連イベントはより盛り上がるようにしたい。
・内閣官房𠮷川）今後も引き続きお気付きの点などあれば改善のためのご意見はいただきた
い。

□シンポジウム担当幹事から報告（資料1-3）
・日本いのちの電話連盟小西）ZoomによるWeb会議形式で、事前登録者数は285名、当日の
Youtubeライブ配信視聴数は133名となった。3つのプログラムのうち1つ目は、私より22年度に



実施した孤独孤立相談ダイヤルの取組みの結果を報告した。2つ目は、鳥取県福祉保健部ささ
えあい福祉局福祉保健課地域福祉推進室課長補佐の中村氏より、自治体独自の相談窓口事
例の発表をいただいた。3つ目は、「効果的な相談窓口体制整備と望まれる連携の在り方」のタ
イトルでパネルディスカッションを行った。開催後アンケートの結果、7割の参加者から「満足」「と
ても満足」の結果が得られた。一方で内容が濃い故に時間不足が指摘された。

(2)提案事項
□総会の成立事項(定足数)の規定について（資料2-1）
・内閣官房𠮷川）今後、1〜3号の議決権を有する会員数増加に伴い総会の出席過半数の確保
が難しくなることが懸念される。総会成立を確実にすることを目的とし、成立事項を変更したい。
→①「3分の1」に賛成：4名／②「4分の1」に賛成：10名
・内閣官房𠮷川）これを以って幹事会での意向確認をすることができた。今後、臨時総会の開催
等も含めて正式な手順を踏んで規約変更を進めさせていただく。

□幹事会の定期開催日時の固定化について（資料2-2）
・内閣官房𠮷川）あらかじめ各幹事団体の主活動における固定会議の状況を伺い、開催日時の
固定化へ向けて調整をさせていただきたい。
・日本いのちの電話連盟小西）時間も固定となるのか？
　→内閣官房𠮷川）一旦、事前に第何週や曜日といった都合を伺い、その後細かい時間の調整
をする
・あなたのいばしょ大空）毎回同じ週・曜日といった固定をするということか
　→内閣官房𠮷川）毎回同じ週・曜日の固定も難しいと考えている。みなさんの状況を伺いた
い。
　→内閣官房田村）目的としては、都度日程調整をするのではなく年間を通して都合の良い日程
をあらかじめ決めておきたいということ。毎回同じ週・曜日になるとは限らないため【固定化】とま
ではならないかもしれない。
　→あなたのいばしょ大空）1年分決めておくというのは良い。みなさんが手間のかからない方法
で進めてもらえれば。
・子育てひろば全国連絡協議会奥山）年間で決めていただければ代理も立てやすい。
・全国フードバンク推進協議会　米山）まずは週・曜日の確認とのことだが、都合の良い時間帯も
同時に聞いてよいのではないか。
　→内閣官房𠮷川）時間帯についても確認をする。
・内閣官房吉川）後日事務局のRCFより皆様へご都合のメールをご案内させていただく。

(3)勉強会、分科会等
□勉強会の開催報告について（資料3-1）
・内閣官房吉川）「孤独・孤立の実態把握に関する全国調査（令和4年）」調査結果説明会を開催
した。Zoomウェビナーによるオンライン形式で開催し、事前登録数は76会員、当日の参加数は
68会員だった。またYoutubeのライブ配信も行った。調査結果の説明ののち行った質疑応答で
は、調査結果への意見として「「しばしばある・常にある」は30代が高いとされているが、20代と
30代は0.1%しか差がなく、「時々ある」は20代の方が高いこともある。よって20代と30代が高い
と見ていただいたらよいのではないか。」と、「同居している人と同居していない人の会話頻度と
孤独感が一直線に見れないのではないかと考え、同居している人と同居していない人の会話頻
度を合算すべきではないのではないか。」とあった。また、地方版プラットフォームで、「紹介事例
以外に独自また特殊な取組をしている自治体があればご教示願いたい」といった質問があげら
れた。

□令和5年5月の「孤独・孤立対策強化月間」に実施する取組の登録状況について（資料3-2）
・内閣官房𠮷川）強化月間に実施する取組みの登録を呼びかけたところ現在までに9件の登録
があった。引き続き今月中は登録を呼びかけていく予定。

□「孤独・孤立対策に資する官民・民民連携による特色ある取組の推進」 （資料3-3）



・内閣官房𠮷川）第11回幹事会にて「令和5年度新しい取組について」でご相談した際は「讃え
る」という表彰要素を入れていたが、皆様からのご意見を踏まえて再検討し、「取組事例を集め
る」「それらの事例を分類し発信する」だけに特化している。幹事団体は2団体を想定。令和4年
度の分科会担当幹事以外の幹事団体を中心に募ったところ、むすびえさんから幹事のご意向を
いただいている。もう1団体、ご意向があればいただきたく、引き続きお声掛けをしていく。
　→子育てひろば全国連絡協議会奥山）どのくらいの頻度で会合等を実施する予定か
　→内閣官房𠮷川）最初の会合でそのあたりも議論したい。事例の集約方法やカテゴリー分け
等の実務を通して様々な事例をみていくことに興味がおありであればぜひお願いしたい。

3.その他
□「孤独・孤立対策推進法案」について（参考資料1）
・内閣官房石川）4月に行われた衆議院審議にて多岐に渡る議論が行われた。参考人には本日
ご出席のあなたのいばしょ・大空さん含む4名にお越しいただき、4/27に衆議院本会議にて可決
された。内閣委員会で付帯決議が出されており、今後の運用においてはこれらに留意しながら進
めていきたい。また、今月中には参議院での審議が行われる見込み。

□「地域における孤独・孤立対策に関する NPO等の取組モデル調査」の公募について（参考資
料2）
・内閣官房澤瀬）孤独室では令和4年度補正・5年度予算を活用したモデル調査を2つ実施する。
1つ目の調査が先月27日より募集が開始されている（委託先：株式会社NTTデータ経営研究
所）。すでに数団体の申請があったと聞いているが、1ヶ月間募集期間があるため引き続き告知
していきたい。また、もう1つの公募については事務手続きが遅れているが、来週か再来週には
開始見込み。

以上



第12回孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム
幹事会（オンライン）参加団体一覧

団体名 出席者
（⇒代理出席又は欠席）

幹事会
へ一任

全国社会福祉協議会 清家篤会長
⇒代理出席高橋良太地域福祉部長

―

全国社会福祉法人経営者協議会 磯彰格会長
⇒代理出席宮内良樹法人振興部副部長

―

認定NPO法人日本ＮＰＯセンター 吉田建治事務局長 ―

NPO法人新公益連盟 白井智子代表理事
⇒代理出席井澤徹孤独・孤立担当
鈴木直樹事務局次長

―

NPO法人あなたのいばしょ
（ＳＮＳ相談コンソーシアム）

大空幸星理事長
上原純枝チャット相談事業部長

―

NPO法人自殺対策支援センターライフリンク 清水康之代表
⇒代理出席岡田正輝様
（根岸親副代表はご欠席）

―

一般社団法人日本いのちの電話連盟 堀井茂男理事長
⇒代理出席小西慶直孤独・孤立相談プ
ラットフォーム事務担当

―

一般社団法人社会的包摂サポートセンター
（よりそいホットライン）

遠藤智子事務局長 ―

一般社団法人
生活困窮者自立支援全国ネットワーク

奥田知志共同代表 ―

認定NPO法人
全国子ども食堂支援センター・むすびえ

湯浅誠理事長
⇒代理出席西川貴清公共政策担当

―

一般社団法人全国フードバンク推進協議会 米山広明代表理事 ー

認定 NPO法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ
（シングルマザーサポート団体全国協議会）

赤石千衣子理事長 ―

NPO法人全国女性シェルターネット 北仲千里共同代表 ―

NPO法人子育てひろば全国連絡協議会 奥山千鶴子理事長 ―


